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  器質的な婦人科疾患のサインとして“月経痛”は重要

な情報である。我々は今までに女子学生の朝食欠食に

“月経痛”が伴うこと、ダイエット終了後に“月経痛”が増

悪することを見出してきた。朝食欠食は“概日リズムの乱

れ”に、またダイエット終了後の月経痛は“将来の婦人科

疾患の発症”に繋がる。そこで動物実験での検証に基づ

き「若年成人期の“食生活異常”に起因する“概日リズム

の乱れ”は性機能を障害し、後に“産婦人科疾患の発症

を誘発”する」という可能性を警鐘した。この新しい疾患

概念（図）の存在をAdolescent Dietary Habit-induced 
Obstetric and Gynecologic Disease (ADHOGD)とし

て提案し、Nutrients誌に発表した。 

 本研究では上記の疾患の発症に時計遺伝子が関与す

ることを新たな作業仮説として掲げ、食生活調査やラット

実験による検証、および遺伝子改変マウスを用いた検討

を行い、そのメカニズムの総合的な解析を進めている。  
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摂食リズムの非同期による時計遺伝子の記憶が 

誘発する女性生殖機能異常の総合的解析    
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